
・タウンミーティング（57回開催 10,408人参加） ・中小企業との対話（39回開催 3,243人参加）
・ふれあいトーク［対話］（36回開催 1,046人参加）
・若手経営者による産業の発展を考える会 （12回開催 381人参加）
・とやまの未来を創造する若手事業者懇話会（4回開催 64人参加）
・子育て、高志の国ミーティング等 （30回開催 4,648人参加）

富山県民こころをひとつに。

令和２年度
６月補正予算案の概要

令和２年６月15日



・タウンミーティング（57回開催 10,408人参加） ・中小企業との対話（39回開催 3,243人参加）
・ふれあいトーク［対話］（36回開催 1,046人参加）
・若手経営者による産業の発展を考える会 （12回開催 381人参加）
・とやまの未来を創造する若手事業者懇話会（4回開催 64人参加）
・子育て、高志の国ミーティング等 （30回開催 4,648人参加）

富山県民こころをひとつに。

＜予算の規模＞

一般会計補正額３５８億円
（６月補正としては、H23年度以来９年ぶり）

★補正額等の計759億円は、

リーマンショック時の補正予算額(573億円※)を上回る

★６月補正後予算6,467億円は過去最大
（※H21.1月、H21.2月、H21.6月補正予算額の計）

令和２年度６月補正予算案のポイント１
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・タウンミーティング（57回開催 10,408人参加） ・中小企業との対話（39回開催 3,243人参加）
・ふれあいトーク［対話］（36回開催 1,046人参加）
・若手経営者による産業の発展を考える会 （12回開催 381人参加）
・とやまの未来を創造する若手事業者懇話会（4回開催 64人参加）
・子育て、高志の国ミーティング等 （30回開催 4,648人参加）

第２波への備えや経済活動の回復にスピード感を

持って対応、同時にアフターコロナを見据えた取組み

１ 第２波に備えた医療・介護等提供体制の整備

２ 感染防止対策の強化、「新しい生活様式」への対応

３ 事業の継続と雇用の維持、県民生活への支援

４ 経済活動の回復、アフターコロナに向けた取組み

令和２年度６月補正予算案のポイント２

首都圏若者等の地方移住志向の高まり

２

地方分散型の社会構造に変革
真の地方創生の実現

○東京一極集中型の社会構造の弊害・
リスクが明らかに

○デジタルトランスフォーメーション(デジタル
革命)を進める環境が整いつつある



・タウンミーティング（57回開催 10,408人参加） ・中小企業との対話（39回開催 3,243人参加）
・ふれあいトーク［対話］（36回開催 1,046人参加）
・若手経営者による産業の発展を考える会 （12回開催 381人参加）
・とやまの未来を創造する若手事業者懇話会（4回開催 64人参加）
・子育て、高志の国ミーティング等 （30回開催 4,648人参加）

（１）医療提供体制の整備

➤医療機関の感染症対応の設備整備等への支援 約１５億円
人工呼吸器や簡易陰圧装置、重点医療機関の超音波画像診断装置等整備への支援

➤一般・重症病床確保のための空床補てん 約３４億円
一般病床・重症病床（ICU・人工呼吸器）の確保（年間平均200床/日）

➤救急･周産期･小児医療機関の感染防止対策への支援 約１２億円

➤医療機関や薬局、訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝの感染防止対策への支援 約２３億円
医療機関:200万円/施設+５万円×病床数、薬局・訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ:70万円/施設 等

➤医療機関の診療体制確保・再開等への支援 約０.7億円
クラスター等発生時の対策支援チームの緊急派遣、感染者発生時の診療再開支援 等

➤感染症に対応した医療従事者等への慰労金の交付 約３８億円

➤医療従事者への特殊勤務手当支給への支援 約０.４億円

１ 第２波に備えた医療･介護等提供体制の整備

３



・タウンミーティング（57回開催 10,408人参加） ・中小企業との対話（39回開催 3,243人参加）
・ふれあいトーク［対話］（36回開催 1,046人参加）
・若手経営者による産業の発展を考える会 （12回開催 381人参加）
・とやまの未来を創造する若手事業者懇話会（4回開催 64人参加）
・子育て、高志の国ミーティング等 （30回開催 4,648人参加）

（２）介護等提供体制の整備

➤介護サービス事業所の感染防止対策等への支援 約２６億円
入所系・通所系・訪問系の感染症防止対策の徹底、再開時の利用調整等への支援

➤介護施設における多床室の個室化改修への支援 ０.４億円
（10施設分・各４床）

➤障害福祉サービス事業所の感染防止対策等への支援 約７.４億円
入所系･通所系･訪問系の感染症防止対策の徹底、就労系障害福祉サービスの機能強化等への支援等

➤介護･障害福祉･保育所等職員への感染症予防啓発の強化 約０.５億円
介護･障害福祉・保育所等職員の感染予防強化のためのセミナー開催や啓発等の強化

➤感染症患者発生時等の介護・障害福祉サービス継続への支援約０.４億円
衛生用品や人件費のかかり増し経費、休業した施設の入所者を受け入れる施設への支援 等

➤感染症に対応した介護職員等への慰労金の交付 約２５億円

１ 第２波に備えた医療･介護等提供体制の整備

４



・タウンミーティング（57回開催 10,408人参加） ・中小企業との対話（39回開催 3,243人参加）
・ふれあいトーク［対話］（36回開催 1,046人参加）
・若手経営者による産業の発展を考える会 （12回開催 381人参加）
・とやまの未来を創造する若手事業者懇話会（4回開催 64人参加）
・子育て、高志の国ミーティング等 （30回開催 4,648人参加）

➤ＰＣＲ検査体制の拡充 約１.９億円
地域外来・検査センター(0.3億円)、医療機関PCR検査機器(再掲1億円)、妊婦の検査費用(0.6億円)

➤保育園・幼稚園や学校等の感染防止対策の強化 約１５.７億円
保育所･幼稚園･放課後児童クラブ等(8.6億円)、学校の迅速・柔軟な取組みへの支援(3.4億円)

高校生等の感染防止対策(マスクの配布)(2.6億円)、特別支援学校通学用バスの増便(1.1億円)

➤公共交通事業者等の感染防止対策への支援 約１.７億円
「３密」回避のための運行便数維持(1.2億円)や駅等の衛生対策・車両備品整備(0.5億円)への支援

➤接触を要する衛生関係事業者の感染防止対策への支援 １.４億円
理美容業や接骨院等、接触を要するサービスを行う事業者の感染防止対策への支援

➤学校と家庭間の双方向オンライン学習推進のための環境整備 約１億円

➤夏休み期間中の授業実施に対応した講師の配置拡充 約０.７億円

➤｢新しい生活様式｣の浸透や第2波に備えた啓発 約０.８億円

２感染防止対策の強化、｢新しい生活様式｣への対応
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・タウンミーティング（57回開催 10,408人参加） ・中小企業との対話（39回開催 3,243人参加）
・ふれあいトーク［対話］（36回開催 1,046人参加）
・若手経営者による産業の発展を考える会 （12回開催 381人参加）
・とやまの未来を創造する若手事業者懇話会（4回開催 64人参加）
・子育て、高志の国ミーティング等 （30回開催 4,648人参加）

➤中小企業・小規模事業者等の資金繰りへの支援 約１０４億円
実質無利子(3年間)・無担保の融資制度の限度額の引上げ及び融資枠の拡充

➤地域企業再起支援事業費補助金の大幅拡充 ７億円
補助金の大幅増(5億円(4月補正３億円))及び「デジタル革命推進」枠(2億円)の新設

➤技術専門学院におけるオンライン職業訓練の実施 約０.１億円

➤生活福祉資金貸付原資の大幅増額 １０億円
無利子・最大80万円まで借入可

➤低所得のひとり親世帯への臨時交付金の給付 約０.６億円
１世帯５万円＋２子以降３万円/人、収入大幅減少の場合５万円

➤生活困窮者向け住居確保給付金の給付 約０.１億円

➤生徒・学生等への支援 約０.４億円
高校生の奨学給付金の拡充(0.3億円)、県立大学生の授業料減免措置の拡充(0.1億円)

➤感染症SNS相談窓口設置、心の健康ｾﾝﾀｰやDV相談の体制強化 約０.２億円

３事業の継続と雇用の維持、県民生活への支援

６



・タウンミーティング（57回開催 10,408人参加） ・中小企業との対話（39回開催 3,243人参加）
・ふれあいトーク［対話］（36回開催 1,046人参加）
・若手経営者による産業の発展を考える会 （12回開催 381人参加）
・とやまの未来を創造する若手事業者懇話会（4回開催 64人参加）
・子育て、高志の国ミーティング等 （30回開催 4,648人参加）

➤富山県ゴー・トゥ＆ウエルカム・ホーム促進事業 約４.２億円
国のGo To Travelキャンペーンと連携した県内宿泊者への特典付与、誘客プロモーション

➤立山黒部観光ＰＲ･キャンペーン等への支援 約０.６億円

➤東京便の利用促進や首都圏等での魅力発信 約０.７億円
東京便旅行商品造成支援(0.3億円)、日本橋とやま館での魅力発信(0.3億円)、NEWｺﾝﾃﾝﾂを活用したＰＲ(0.1億円)

➤オンライン観光や多言語の観光案内デジタルツール製作約０.１億円

➤スマート農業の推進と農林水産物の需要喚起対策 約２.２億円
県立高校スマート農業機械導入(0.9億円)、畜産スマート農業(0.1億円)、水産物の学校給食への提供(1.1億円)等

➤アフターコロナ時代を見据えた戦略の検討 約０.１億円
有識者等による経済社会構想検討会議と青年ＰＴ、富山ものづくり産業検討会の設置

➤県内全域の光ファイバー網の整備推進 １８.６億円
デジタル革命推進のため、災害対応や5G基地局･ICT教育の基盤となる光ファイバー網の整備

➤TOYAMA2020 高校野球大会、高校・中学スポーツ交流大会への支援約０.２億円

➤「新たな生活様式」に対応した芸術文化活動への支援 約０.２億円

４経済活動の回復、アフターコロナに向けた取組み

７


